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対 象 と 方 法1.対 象対象は京
都府及び大阪府下の病院 (京都大学医学部付属


















































































芸誓 豊盟 ふつう 琴 莞 できたL l l J lL｣
≪達成度点≫-o o.25 0.5 0.75
順位点 達成度点 順位点と達成度点の積の平
方根項目1 2点 0.75






満 やや満足 満足≪満足度点≫-0 0.333 0.66
6図2 分析方法
例表3 対象の背景
全 体 初 産 婦 経 産 婦人 数 118(100.0 )
65(55.1) 53(44.9)平 均 年 齢 (史±sD) 28.0±4.3
歳 26.9±4.1歳 29.4±4.0歳職 業 有
17(14.4) 13(20.0) 4(7.6)
無 101(85.6) 52(80.0) 49(92.
5)週 数 37週 未 満 2(1,7) 1(1.5) 1(1.9過 ～39週 57 56.8 35 538 32
60.4)40過 ～41週 49(41.5) 29(44.4)


















































の言うことを実行呼吸法の実践母親らしさの実感(自己概念)- lfFl く母性心理)-1 _.i
＼亡岳ilS
;･書 :･急く分癖 術 )｣ ー (芸讐芸)J 箪
Il
1図3 妊娠中に意図した内容(69.8%













































ようにしたい｣ ｢家族に立ち 42 ■ できなか












































Eヨ満足派■ 不満できなかった /i＼つう できた
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人 項目 a b C
d e ∫A 1 2 3 4 5 6
B 2 1 6 4
5 3C 1
2 3 3 3い 3D 2 3 1 5 5 4(2) 同順位を平均値に修正する｡Sl-(3+4+5十6)/4-4.,S2-(5+6)/2-
5.5順 位人 項 目
a b C d e ∫A
1 2 3 4 5 6B
2 1 6 4 5 3C 1 2
4.5 4.5 4.5 4.5D 2 3 1 5 5
計計 Ti 6 8 14.5 18 20 17.5 842乗 i2 3.0 64.0 203
























人 -を三三ヱ a b C d e
満足度A ○ ×
○ (⊃ × 満 足B ○ × × ○
満 足C × (⊃
○ × ○ 不 満D
× ○ ○ ○ × 不 満E ○ (⊃
不 満項目別に集計する｡Al,,Bi,は記号,All-2,.･･,B15-1
カ テ ゴ リ a b
C d e 計満 足 All A12 A13 A14 A15 62 0
2 1 1不 満 Bll B12 B13 B4 B15 101 3 3
2 1計 3 3 5 3 2 1
6(2) H表の作成 N｡-6,N1,-10,N-Na+N-〕Hll
H12 H13 H14 H150.88 -1.13 0. -0.
13 0.25計算式 :Hll-(All/Na-Bll/Nb)Na*NtノN- 88
H12-(A12/Na-B12/Nb)Na*Nb/N--1.13,
-(3) クロス集計表の作成 (例 adの交点の値は aとdを
京都大学医療技術短期大学部紀要 第13号 1993
(4) F表の作成 (計算式 ‥Flj-Nl,-N.*Nj,/N,例 Fl1-2.44)
カ テ ゴ リ a b C
d ea 2.44 0.44 2.06
1.44 0.63b 0.44 2.44
2.06 1.44 0.63C 2.06
2.06 3.44 2.06 1.38d 1.44 144 206 44 -0
8e 0.63 0.63 1.38 -0.38 1.
75(5) 第 1カテゴリの属する行と列を省き以下の連立方程式を立てる｡
2.44x 2+2.06Ⅹ3+1.44Ⅹ4+0.63Ⅹ 5=-1.13
2.06x 2+3.44X3+2.06Ⅹ 4+I.38Ⅹ 5=0.13
1.44x 2+2.06Ⅹ3+2.44Ⅹ4-0.38Ⅹ 5=-1.13
0.63x 2+1.38Ⅹ3-0.38Ⅹ 4+1.75Ⅹ 5=0.25第-カテゴリの根はゼロ (Ⅹ-0)とし,根 x 2,Ⅹ 3,
Ⅹ 4,Ⅹ 5を求める｡右辺はH表の値｡(6) カテゴ
リスコアを求める｡カ テ ゴ リ 回答者 根 X
i Ni*Xi カテゴリスコアa 3 0.000 0.000 -0.012
b 3 - 1.001 -3.00 -1.
013C 5 0.639 3.195
0.628d 3 -0
.002 -0.006 -0.014e 2 - 0 Oo ユ
002 -0.013平
均 (Ⅹ) 0.0115平均 (Ⅹ)-(3*Xl+3*x 2+5*X3+3*Ⅹ4+2*Ⅹ 5
)/16カテゴリスコア-X.一(Ⅹ)(7) カテゴリに対するカテゴリスコアのグラブ (図7に対応)を措き,視覚化する｡結論を導く:例では Cが
満足に寄与
し,bは不満に寄与している｡(8) 満足派,不満派別に各サンプルについてカテゴリスコアの和を選んだ項目数で割り,サンプルスコアを求
める｡カ テ ゴ リ a b C
d e サンプルス コ アカテゴリスコア - 0.0 1 2 - 1.013 0.628 -0.014
- 0.013A ○ × (
⊃ (⊃ × 0.200B ○ × ○ × ○ 1C × (⊃
○ × (⊃ -0,13D × (⊃ ○ × .E ○ ○ (⊃
.10(9) サンプルスコアの適当な間隔に対してサンプルスコアの度数分布表とグラフ (図8)を作り結論
を導く｡両派のグラフのピークが分離すれば,用いた項目の点数により満足,不満を判別
できることになる (図8では両者は一応分離している｡)この方法が有効であ ことが判明した場合,前もってどの項目を選択したかによりど
の程度の満足を得るか予測できる｡上の例では C を選択し,bを選択しなければ満足
